
阿

弥

陀

浄

土

院

と

光

明

子

追

善

事

業

渡

辺

晃

宏

阿
弥
陀
浄
土
院

の

「
発
見
」

二

〇

〇

〇

年

春

、

光

明

皇

太

后

の

一
周

忌

斎

会

が

行

わ

れ

た

阿

弥

陀

浄

土

院

の

、

池

を

伴

う

遺

構

が

初

め

て

姿

を

現

わ

し

た

。

平

城

京

左

京

二

条

二

坊

十

坪

の

こ

の

地

に

は

、

庭

園

の

景

石

と

思

し

き

立

石

、・〉
ヨ
毛
一乙」
ト
,
,)
O

、
Z

7
コ
'
}
)

「
酢
「
」L
う
唱

一
「
ム
r
」L
コ」L

一
、、P
甕

)

、

ノ

ふ
ん
藝

≠
乍
て
こ
ノ℃

刈

ピ司
犬
イ
ひ

《

一
汚
、
一
一隆

L

一
謎
仁、
こ
E
〃
L

2人
女

〃

1

と

た

か
も

こ
こ
は
永
く
泥
田
と
呼
ば
れ
水
は
け
の
悪
い
池
跡

に
相
応
し
い

　
ユ

　

状
況
を
呈
し
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
既
に
阿
弥
陀
浄
土
院

の
故
地
と

　　
　

の
伝
承
が
生
ま
れ
て
い
た
。
『続
日
本
紀
」

は
阿
弥
陀
浄
土
院
が
法

華
寺
西
南

隅
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り

(『
続
日
本
紀
』
天
平

宝
字
五
年

六
月
庚
申

〈七
日
〉
条
。
以
下
、
『続

日
本
紀
』

の
条
文

は
日
付
と
干
支
の
み
記
す
)、
史
料
的
に
は
こ
の
地
が
阿
弥
陀
浄
土

院

の
故
地

で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
動
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に

行
わ
れ
た
坪
の
北
三
分
の

一
ほ
ど
の
地
域

の
発
掘
調
査

で
は
、
密
集

し
た
重
複
す
る
建
物
群
を
検
出
し
、

こ
こ
が
京
内

で
も
超

一
級
の
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
も
の
の
、
池
や
庭
園
に
関
わ
る

遺
構
は
見
出
さ
れ
ず
、
阿
弥
陀
浄
土
院
の
故
地
で
あ
る
確
証
は
得
ら

　ヨ
　

れ

て

い
な

か

っ
た
。

》

ヨ

美

蔓

国

佐

之

ヒ

け

汗

宅

斤

、・ハ
一丁

つ

ヒ
式

屈

周

§

ま
、

三
仁

D

ノ
一
巨

Z
ノ
上
E

[、
天
ノイ

員

石

ク
フ
戸

ズ
ノイ

ブ
言

圭

三
旦
ゴ
ー

一
=
ノ
(

ト

レ

ン
チ
計

三

五

五

㎡

に
過

ぎ

な

か

っ
た

が

、

蛇

行

す

る

汀

線

を

も

ち

石

敷

き

や
洲

浜

を

伴

う

池

と

そ

の
中

に
設

け

ら

れ

た

中

嶋
、

ま

た

池

に
浮

か

ぶ
特

異

な

構

造

の
礎

石

建

物

を

検

出

す

る

な

ど

、

大

き

な

　
る

　

成
果
を
収
め
た
。
ま
た
、
池
の
堆
積
土
か
ら
は
、
精
巧
な

つ
く
り
の

金
銅
製
の
宝
相
華
文
垂
木
先
金
具
や
釘
隠
し
金
旦
ハ、
あ
る
い
は
経
軸

の
軸
端
金
具
な
ど
の
優
品
が
出
土
し
た
。
小
面
積
の
試
掘
調
査
で
は

あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
地
が
七
六

一
年

(天
平
宝
字
五
)
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六
月
七
日
に
光
明
皇
太
后
の

一
周
忌
斎
会
が
行
わ
れ
た
阿
弥
陀
浄
土

院

で
あ
る
こ
と
が
確
か
あ
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
文
献
的
に
阿
弥
陀
浄
土
院
が
注
目
さ
れ
て
き
た

の
は
、

正
倉
院
文
書
に
断
簡
と
な

っ
て
残
さ
れ
た
造
金
堂
所
解
が
、

阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
に
関
す
る
史
料

で
あ
る
と
す
る
、
福
山

　ら
　

敏
男
氏

の
整
理

・
復
原
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。
阿
弥

　　
　

陀
浄
土
院
の
造
営
史
料
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
黒
田
洋
子
氏

の
研
究

に
よ

っ
て
否
定
さ
れ
、
造
金
堂
所
解
は
法
華
寺
そ
の
も
の
の
金
堂

の

造
営
文
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
阿
弥

陀
浄
土
院
の
歴
史
的
価
値
を
何
ら
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

阿
弥
陀
浄
土
院
を
考
え
る
上

で
、
黒
田
氏
の
研
究
と
並
ん
で
重
要

な
の
は
、
光
明
子
の

一
周
忌
斎
会

の
た
め
に
発
願
さ
れ
た
忌
日
御
斎

　　
　

会

一
切
経
の
書
写
過
程
に

つ
い
て
の
山
本
幸
男
氏
の
研
究
で
あ
る
。

忌
日
御
斎
会

一
切
経
に
つ
い
て
は
、
従
来
天
平
宝
字
四
年
二
月
に
光

明
子
が
発
願
し
た
坤
宮
官

一
切
経
を
転
用
し
て
進
あ
ら
れ
た
と
い
う

　　
　

見
解
が

一
般
的
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
山
本
氏
の
研
究
に
よ

っ
て
、

忌
日
御
斎
会

一
切
経
は
、
坤
宮
官

一
切
経
と
は
別
個
に
、
光
明
子
没

後
に
新

た
に
発
願
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
の
推

進
者
は
藤
原
恵
美
押
勝
と
孝
謙
で
あ
ろ
う
。
坤
宮
官

一
切
経
が
光
明

子
追
善
事
業

の

一
環
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
黒
田
氏
の
研
究
成

果
と
も
符
合
し
、
阿
弥
陀
浄
土
院
そ
の
も
の
の
造
営
も
光
明
子
没
後

の
事
業
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。

こ
れ
は
光
明
子
の
信
仰
だ

け
で
な
く
、
当
時
の
浄
土
信
仰

の
存
在
形
態

そ
の
も
の
に
も
関
わ
る

問
題
で
あ
り
、
阿
弥
陀
浄
土
院
の
み
で
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
。
本
稿
で
は
阿
弥
陀
浄
土
院
造
営
を
含
め
た
光
明
子
追
善
事
業

の
実
態
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
、
今
回
の
発
掘
調
査
の
成
果
の
検
討

と
今
後
の
研
究
の

一
助
と
し
た
い
。

二

光
明
子
追
善
事
業
の
構
造

光
明
子
の
体
調
に
最
初
の
異
変
が
生
じ
た

の
は
、
栄
原
永
遠
男
氏

　
　

　

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
七
五
七
年

(天
平
宝
字

一
)
九
月
頃
で
あ

っ
た
。

七
五
七
年
九
月
と
い
え
ば
、
橘
奈
良
麻
呂
の
変
が
結
末
を
迎
え
て
か

ら
ま
も
な
く
の
事
で
あ
る
。
翌
七
五
八
年

(天
平
宝
字
二
)
七
月
に

は
病
状
は
深
刻
化
し
た
よ
う
で
、
年
末
ま
で
の
殺
生
禁
断
が
全
国
に

指
示
さ
れ
る
。
光
明
子
が
最
後
ま
で
手
許
に
置
い
て
い
た
聖
武
や
不

比
等

の
形
見
を
大
仏
に
献
納
し
た
の
は
こ
の
前
後
の
六
月
と

一
〇
月

の
こ
と
だ

っ
た

(大
小
王
真
蹟
帳
、
藤
原
公
真
蹟
屏
風
帳
)
。
ま
た
、

法
華
寺
金
堂

の
造
営
が
始
ま

っ
た
の
は
翌
年
夏
頃
で
あ
り
、
そ
れ
は

光
明
子
が
最
後

に
行

っ
た
大
事
業
、
法
華
寺

の
総
国
分
尼
寺
化

の

一
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　い
　

環
で
あ

っ
た
。
七
五
九
年

(天
平
宝
字
三
)
は
造
東
大
寺
司
写
経
所

で
は
ほ
と

ん
ど
写
経
事
業
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
フ
レ
キ
シ
ブ

　　
　

ル
な
組
織

は
、
法
華
寺
金
堂
造
営
に
回
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

光
明
皇
太
后
の
病
状
は
そ
の
後
持
ち
直
し
た
よ
う
だ
が
、
七
六
〇

年

(天
平
宝
字
四
)
二
月

一
〇
日
、
生
涯
で
三
度
め
の

一
切
経
書
写

を
発
願
す

る
。

こ
れ
は
坤
宮
官

一
切
経
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
書
写
は

外
嶋
院

(法
華
寺

の
西
南
隅
に
位
置
し
た
庭
園
を
伴
う
写
経
施
設
か
)

で
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
前
例
の
な
い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
写
経
は
進

め
ら
れ
、

こ
れ
は
あ
る
い
は
光
明
子
の
病
状
と
関
係
が
あ
る
の
か
も

知
れ
な

い
。
病
状
は
徐
々
に
悪
化
し
、
三
月
に
は
病
気
平
癒
を
祈

っ

て
天
神
地
祇
が
祀
ら
れ

(三
月
甲
戌

〈
=
二
日
〉
条
)
、
閏
四
月

に

は
不
予

に
よ

っ
て
五
大
寺

に
雑
薬
と
蜜

の
施
入
が
行
わ
れ
て
い
る

ヘヨ
ゆ　　　

　
ノノ　
　ゐ
　
ミ
ヱ　
ノ
ジもく
ノ　

滑目
匹
天

]
多

/
一
ニノ
E
＼
舞
」

六
月
七
日
、
光
明
子
は
死
去
し

(六
月
庚
申

〈
七
日
〉
条
)
、
七

月

一
六

日
に
佐
保
山
に
葬
ら
れ
た

(七
月
癸
卯

企

六
日
〉
条
。
但

し
、
『続

日
本
紀
』
は

「
七
月
」
を
欠
く
)。
『続

日
本
紀
」

は
天
皇

で
は
な

い
光
明
子
の
死
去
を
も

っ
て
巻
を
変
え
て
い
る
。
光
明
子
の

存
在
が

い
か
に
大
き
も
の
で
あ

っ
た
か
を
物
語
る
事
実
で
あ
る
。

さ
て
、
阿
弥
陀
浄
土
院
造
営
を
含
む
光
明
子
追
善
事
業
に
関
わ
る

主
な
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A

『続
日
本
紀
」
天
平
宝
字
四
年
七
月
癸
丑

(
二
六
日
)
条

設
二皇
太
后
七
々
斎
於
東
大
寺
井
京
師
諸
小
寺

一。
其
天
下
諸
国
、

毎
・国
奉
・造
二
阿
弥
陀
浄
土
画
像

一。
傍

計
二
国
内
見
僧
尼
一、

写
二称
讃
浄
土
経

一、
各
於
二国
分
金
光
明
寺
一、
礼
拝
供
養
。

B
天
平
宝
字
四
年
七
月

=

日
東
寺
写
経
所
解

(天
平
宝
字
四
年
御

願
経
奉
写
等
雑
文
案
の
う
ち
。
正
倉
院
文
書
続
々
修

一
八
秩
六
。

『大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻

一
四
、

四
〇
九

・
四

一
〇
頁
)

東
寺
写
経
所
解

申
請
布
施
物
事

奉
写
称
讃
浄
土
経

一
千
八
百
巻

(中
略
)

以
前
依
二
去
六
月
七

日
宣

一奉
レ
写
已
詑
。

価
経
師
等
布
施
物

所
・請
如
・前
謹
解
。

ミ
フ
;
三
乙
q
匡

ゴ
ヨ

一
一
ヨ
Lユ
宇
司
E
其
E
＼
主
ヒ
ー

コノ
コ「戸ヨ
ゼ司
巨
造工
」L
[
ノ」1
[
[し
ン刃
二}、=「
、=
一算
一⊥
ノ
査

一ー

11
安
都
宿
祢

判
官
外
従
五
位
下
御
杖
連

C
天
平
宝
字
四
年
七
月

一
二
日
造
東
大
寺
司
牒

(天
平
宝
字
四
年
御

願
経
奉
写
等
雑
文
案
の
う
ち
。
正
倉
院
文
書
続
々
修

一
八
鉄
六
。

『
大
日
本
古
文
書
」
編
年
文
書
巻

一
四
、

四
〇
八

・
四
〇
九
頁
)

造
東
大
寺
司
牒

造
法
花
寺
司

〈木
工
寮
〉

請
輔
輔
工
二
人

一32一



右
為
・引
二御
斎
会
経
軸

一、
件
人
等
切
要
。
傍
所
・請
如
・件
。

今
具
・状
以
牒
。天

平
宝
字
四
年
七
月
十
二
日
主
典
安
都
宿
祢

判
官
御
杖
連

D

『続

日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
六
月
庚
申

(七
日
)
条

設
二皇
太
后
周
忌
斎
於
阿
弥
陀
浄
土
院

一。
其
院
者
在
二
法
華
寺

西
南
隅
一。
為
レ設
二
忌
斎
一所
レ造
。
其
天
下
諸
国
、
各
於
二国
分

尼
寺
一、
奉
・造
二
阿
弥
陀
丈
六
像

一
躯

・
挟
侍
菩
薩
像
二
躯

一。

E
天
平

宝
字
四
年
七
月
二
七
日
～
三
〇
日
頃
奉
写
忌
日
御
斎
会

一
切

経
所

解
案

(正
倉
院
文
書
続
々
修

一
〇
秩
七
。
『大
日
本
古
文
書
』

編
年

文
書
巻

一
五
、
六
三
～
六
九
頁
)

奉

写
忌
日

御
斎
会

一
切
経
所
解

申
請
用
度
物
事

合

応
レ奉
レ写
大
小
乗
経
律
論
及
賢
聖
集
伝
壱
任
壱
拾
伍
部
伍
任

弐

伯
謀
拾
壱
巻
騨
伯
玖
拾
玖
秩

(以
下
略
)

F
天
平

宝
字
五
年
四
月
二
四
日
奉
写

一
切
経
所
解

(天
平
宝
字
五
年

奉
写

一
切
経
所
解
等
案
帳
の
う
ち
。
正
倉
院
文
書
続
々
修
三
秩
四
。

『大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻

一
五
、
五
二

・
五
三
頁
)

奉

写

一
切
経
所
解
申
請
物
事

合

奉
・写
大
小
乗
経
律
論
及
賢
聖
集
別
生
偽
疑
井
目
録
外
経
惣

五
千
三
百
光
巻

可
・納
漆
韓
櫃
廿
四
合

〈備
筥
形
井
枕
〉

十
九
合
櫃
別
二
百
廿
巻

五
合
櫃
別
二
百
晋
巻

(中
略
)

浄
衣
六
十
二
具

〈杉
袴
布
帯
願
懸
機
菲
者
〉

珊
八
具
持
櫃
夫
珊
八
人
料

二
具
持
香
輿
夫
二
人
料

二
具
持
香
水
夫
二
人
料

一
具
焼
香
舎
人

一
人
料

一
具
漉
香
水
舎
人

一
人
料

八
具
担
夫
長
舎
人
八
人
料

以
前
所
・奉
・写

一
切
経
、
従
二東
大
寺

一奉
」
請
嶋
院

一。
応
・
用

雑
物
所
・請
如
・前
謹
解
。

天
平
宝
字
五
年
四
月
廿
四
日

外
従
五
位
下
行
大
外
記
兼
坤
宮
少
跣
池

原
公

造
東
大
寺
司
11

11
主
典
正
八
位
上
安
都
宿
祢

天
平
勝
宝
八
歳
の
聖
武
の
死
去
の
歳
に
は
忌
日
斎
会
は
次
の
よ
う

な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
初
七
日

(
一
七
日
)

か
ら
七
日
ご
と
に
行

っ
て

(四
七
日
は
あ
る

い
は
省
略
か
)
、

四
十
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九
日

(七
七
日
ま
で
)

で

一
旦
区
切
り
を
付
け
た
後

(葬
儀

・
埋
葬

は
二
七
日
と
三
七
日
の
間
)、
翌
年

の
祥
月
命
日
に

一
周
忌
を
大
々

的
に
行

っ
て
、
追
善
供
養
を
終
え
て
い
た
。
光
明
子
の
場
合
も
七
日

ご
と
の
斎
会
の
記
録
は
な
い
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
埋
葬
は
七
月

一
六
日
で
五
七
日
と
六
七
日

の
問
に
あ
た
る
。

光
明
子

の
場
合
記
録
の
残
る
最
初
の
斎
会
は
、
七
月
二
六
日
に
東

大
寺
と
平
城
京
内
全
て
の
寺
院
で
行
わ
れ
た
四
十
九
日
の
斎
会

で
あ

る

(史
料

A
)。
そ
の
た
め
の
準
備
は
六
月
七

日
の
死
去

の
当

日
か

ら
始
ま

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
光
明
子
が
死
去
す
る
と
、
造
東
大

寺
司
写
経
所
に
お
い
て
彼
女
が
生
前
に
完
成
を
急
い
で
い
た
坤
宮
官

　ね
　

一
切

経

の
書

写

事

業

は

、

山

本

幸

男

氏

の

指

摘

の

よ

う

に
直

ち

に

中

折

ミ
一
τ

こ
拝

起

ヒ

丁

う

刀

ら

先
、

昏

つ

つ

こ

四

卜

L

ヨ

月

D

呈

由
、と

M日

、(
」司

}

一隻
一一r三
ノ

一↓才J
Jー
↓L
,
ー
コ司

塗
「
封

～

`

「μ「

一
「ノ
ー

～

(

糸

rエノ
(

し

て

称

讃

浄

土

経

一
八

〇

〇

巻

の

書

写

が

光

明

子

の
死

去

当

日

の

宣

　ロ
　

に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
る

(史
料
B
)。
書
写
は
造
東
大
寺
司

の
写
経

所

で
行
わ
れ
、
七
月

一
一
日
頃
ま
で
に
書
写
を
終
え
、

一
二
日
に
は

経
軸

の
準
備
に
取
り
掛
か

っ
て
お
り

(史
料
C
)
、
完
成

は
二
六
日

の
四
十
九
日
直
前
の
こ
と
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

諸
国
に
お
い
て
も
各
国
分
寺

で
挙
行
す
る
四
十
九
日
斎
会

の
た
め

に
、
国
ご
と
に
阿
弥
陀
浄
土
画
像
を
描
か
せ

(史
料
A
)
、

ま
た
各
国
の
全
て
の
僧
尼
に
称
讃
浄
土
経
を
書
写
さ
せ
て
い
る

(史

料
A
)。
従

っ
て
、
七
月
二
六
日
の
四
十
九
日
斎
会

は
、
諸
国
の
場

合
、
称
讃
浄
土
経
の
供
養
と
阿
弥
陀
浄
土
画
像
の
礼
拝
、
と
い
う
の

が
そ
の
主
旨
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
称
讃
浄
土
経
の
書
写
は
京
内
と

諸
国
で
共
通
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
平
城
京
内
各
寺
で
も
阿
弥
陀

浄
土
の
画
像
が
四
十
九
日
用
に
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
天

平
宝
字
四
年
御
願
経
奉
写
等
雑
文
案
に
は
、
六
月
二
三
日
に
造
東
大

寺
司
か
ら
内
裏

へ
六
幅
か
ら
な
る
阿
弥
陀
浄
土
画
像

一
鋪
が
奉
請
さ

れ
た
こ
と
が
み
え

(『
大
日
本
古
文
書
』
編
年

文
書
巻

一
四
、

四
〇

三
頁
)
、
ま
た
奉
造
経
仏
像
所
の
存
在
も
知
ら
れ
る

(
同
四
〇
二
～

四
〇
三
頁
)
。
阿
弥
陀
浄
土
画
像
が
新
た
に
描

か
れ
た
か
ど
う
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
て

k
ハ
ビ
5
う
。
ナ

ーよ
づ
ち
、
凹
卜
㌦
ヨ
蕎
会

ま
、
ホ
賛
争
七
呈
と
可

(
丈
フ,
'
・

,
工
'く
・

「rr
}
一ノ
i
「～
ノ;
ー

{可
二ニロ・γ
二
芹

(
β

弥
陀
浄
土
の
平
面
的
な
二
次
元
の
世
界
に
お
け
る
顕
現
が
目
指
さ
れ

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
十
九
日
斎
会
が
終
了
す
る
と
、

一
周
忌

に
向
け
て
の
準
備
が
始

ま
る
。
ま
ず
、
諸
国
に
お
い
て
は
、
国
分
尼
寺
に
安
置
す
べ
き
丈
六

阿
弥
陀
仏
像
と
脇
侍
の
菩
薩
像

(観
音

・
勢
至
か
)
の
造
立
が
着
手

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

(史
料
D
)。

一
方
、
京
に
お
い
て
は
、
四
十
九
日
以
後
忌
日
御
斎
会

一
切
経
が
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新
た
に
立
案

・
実
施
さ
れ
る

(史
料
E
)。

四
十
九
日
斎
会
に
お
け

る
称
讃
浄
土
経

に
相
当
す
る
役
割
を
、

一
周
忌
斎
会
に
お
い
て
果
た

し
た
の
が
こ
の

一
切
経

で
あ
る
。
書
写
は
称
讃
浄
土
経
と
同
様

に
、

造
東
大
寺
司
写
経
所

で
行
わ
れ
た
。
当
初
の
目
標
巻
数
は
五
二
七

一

巻
、

=

ヵ
月
余
り
で
の
完
成
を
義
務
付
け
ら
れ
た
大
事
業
で
あ
る
。

　け
　

そ
の
書

写
経
過
に
つ
い
て
は
山
本
幸
男
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
ま
た
、

従
来

こ
の
忌
日
御
斎
会

一
切
経
は
、
坤
宮
官

一
切
経

(光
明
子
が
生

前

に
発
願

し
、
四
十
九
日
用
の
称
讃
浄
土
経
書
写
で
中
断
)
を
そ
の

ま
ま
転
用

・
継
続
さ
せ
る
形
で
事
業
が
進
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
山
本
幸
男
氏

の
研
究
に
よ

っ
て
、
忌

日
御
斎
会

一
切
経
は
、
坤
宮
官

一
切
経
と
は
無
関
係
に
全
く
新
た
に

始
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
藤
原
恵
美
押
勝
の
新
た
な

発
願
に
よ
っ
て
事
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
忌
日
御
斎
会

一
切
経

の
書
写

は
、
七
六

一
年

(天
平
宝
字
五
)
五
月

一
〇
日
頃
全
五
三
三

　め
　

○
巻
と
し
て
完
成
し
、

一
周
忌
斎
会
の
前
日
の
六
月
六
日
、
二
四
の

漆
塗
り
の
韓
櫃

に
分
け
収
め
ら
れ
て
荘
重
な
行
列
を
組
ん
で
阿
弥
陀

浄
土
院

に
搬
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

京
に
お
け
る
も
う

一
つ
の
事
業
が
阿
弥
陀
浄
土
院
の
造
営
で
あ
る
。

法
華
寺
西
南
隅
に
あ
た
る
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
坪
に
阿
弥
陀
浄

土
院

の
建
立
と
、
そ
こ
に
安
置
す
る
阿
弥
陀
三
尊
像
と
二
五
体
の
脇

侍
菩
薩
像
の
造
立
が
始
ま
る

(史
料
D
)。

阿
弥
陀
浄
土
院
が
光
明

子
生
前
の
造
営
開
始
に
か
か
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
、
『
続
日
本

紀
』
に

「
為
・設
二忌
斎

一所
レ造
」
と
あ
る
こ
と

(史
料
D
)
を
重
視

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
阿
弥
陀
浄
土
を
平
面
的

に
で
は
な
く
、
三
次
元

の
世
界
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
事
業
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
諸

国
に
お
け
る
経
典
書
写
の
記
録
は
な
い
が
、

一
切
経
供
養
と
阿
弥
陀

浄
土
の
立
体
的
な
顕
現
が
、

一
周
忌
の
た
め
の
事
業
で
あ

っ
た
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
京
と
諸
国
と
で
や
や
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
四
十

九
日
用
に
は
称
讃
浄
土
経

(京

・
諸
国
と
も
)
と
二
次
元
の
阿
弥
陀

浄
土

(諸
国
。
京
も
か
)、

一
周
忌
用
に
は

一
切
経
と

(京

の
み
)

三
次
元
の
阿
弥
陀
浄
土

(京
は
阿
弥
陀
浄
土
院
と
阿
弥
陀
三
尊
群
像
、

諸
国
は
阿
弥
陀
三
尊
像
)、
と
い
う
荘
厳
具

が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
光
明
子
の
追
善
供
養

の
全
貌
を
把
握
す
る
と
、

阿
弥
陀
浄
土
院
の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥

陀
浄
土
院
は

一
周
忌
用
の
三
次
元
の
阿
弥
陀
浄
土
と
し
て
準
備

・
建

立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
忌
日
御
斎
会

一
切
経
の
本
格

的
な
開
始
が
四
十
九
日
後

で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
阿
弥
陀
浄
土

院
の
造
営
開
始
は
四
十
九
日
以
後
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
生
前

に
造
営
を
開
始
し
て
い
た
も
の
を

一
周
忌
用
に
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転
用
し
た
と
い
う
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

坤
宮
官

一
切
経
と
忌
日
御
斎
会

一
切
経
が
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
、
史
料
D
に

「為
レ設
二忌
斎

一所
レ造
」

と
あ
る

こ
と
に
加
え
て
、
何
よ
り
も
、
以
上
に
述

べ
た
よ
う
な
光
明

子
追
善

の
斎
会
の
全
体
構
造
を
重
視
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

七
六

一
年

(天
平
宝
字
五
)
六
月
七
日
、
法
華
寺
西
南
隅
に
あ
た

る
地
に
造
営
さ
れ
た
阿
弥
陀
浄
土
院
に
お
い
て
、
光
明
皇
太
后
の

一

周
忌
斎
会

は
挙
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
以
降
も
祥
月
命
日
に
は

興
福
寺
に
お
い
て
梵
網
経
講
読
、

一
方
阿
弥
陀
浄
土
院

で
祥
月
命
日

か
ら
七
日
間
の
阿
弥
陀
仏
の
礼
拝
を
行
う
こ
と
が
定
あ
ら
れ
た

(六

月
辛
酉

〈
八
日
〉
条
)。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ

っ
て
か
、
平
城
京
が

廃
絶
し
た
後
も
阿
弥
陀
浄
土
院
の
法
灯
は
残

っ
た
よ
う
だ
が
、
鎌
倉

痔
代
末
の

一
三
つ
四
年

へ嘉
元
二
)
の
記
録
に
は
、
「
い
ま

ハ
波
裏

し
を
は
り
て
、
本
尊

の
三
尊
、
廿
五
の
菩
薩
は
み
な
当
寺
の
講
堂
に

そ
お
は
し

ま
す
」
と
あ
り

(『法
華
滅
罪
寺
縁
起
』
所
引
東
大
寺
日

記
)、
本
尊

の
阿
弥
陀
三
尊
像
と
二
五
体
の
脇
侍
菩
薩
像
は
全

て
法

華
寺
講
堂

に
移
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
そ
の
後
は
、
阿
弥
陀
浄
土
院

の
庭
園
の
石
と
い
わ
れ
る
立
石
の
み
が
わ
ず
か
に
水
田
の
中
に
残
る

に
過
ぎ
な

い
状
況
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
春
、
そ
の
片
鱗
が
初

め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

三

阿
弥
陀
浄
土
院
の
今
後
の
課
題

残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
が

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
奈
良
時
代
の
浄
土

信
仰
の
形
態

で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
最
も
有
力
な
の
は
井
上

　お
　

光
貞
氏
の
説

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰

は
、
故
人
の
追
善
を
祈
る
信
仰
で
あ

っ
て
、
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
信

仰
の
よ
う
に
自
己
の
極
楽
往
生
を
願
う
信
仰
と
は
本
質
的
に
異
質
で

あ

っ
た
と
い
う
。
私
は
井
上
氏
の
こ
の
奈
良
時
代
の
浄
土
信
仰
に
関

す
る
仮
説
は
な
お
有
力
だ
と
思
う
。
黒
田
氏

の
研
究
に
よ

っ
て
光
明

子
が
生
前
に
阿
弥
陀
浄
土
院
造
営
を
開
始
し
た
と
い
う
明
確
な
証
拠

は
な
く
な

っ
た
。
さ
ら
に
本
稿
で
述
べ
て
き
た
光
明
子
追
善
事
業

の

全
体
像
か
ら
考
え
て
も
、
光
明
子
が
阿
弥
陀
浄
土
院
に
よ

っ
て
生
前

に
自
己
の
た
め
に
浄
土
世
界
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
は
考
え
に
く

い
。
そ
の
点
で
は
井
上
氏
の
説
の
反
証
と
な
る

「事
実
」
が
退
け
ら

れ
、
そ
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
黒
田

氏
が
論
証
し
た
の
は
阿
弥
陀
浄
土
院
の
造
営

に
限
定
さ
れ
た
事
実
で

あ

っ
て
、
井
上
氏
の
仮
説
を
直
接
立
証
し
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
は

注
意
を
要
す
る
。

と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
浄
土
院
下
層
遺
構

の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
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あ
る
。
従

来
も
、
何
ら
か
の
前
身
機
構
を
改
造
す
る
形
で
阿
弥
陀
浄

土
院
は
建

て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
そ
の
有
力
候
補
と

　ぜ

　　

し
て
は
、
中
嶋
院
ま
た
は
外
嶋
院
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の

論
拠
は
、
坤
宮
官

一
切
経
の
書
写
に
関
連
し
て
、
安
都
雄
足
が

一
切

経
目
録
を
法
華
寺
の
西
南
隅
に
持

っ
て
来
さ
せ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は
、
中
嶋
院
か
外
嶋
院
か
は
別
と
し
て
も
、
阿
弥
陀
浄
土

院

の
地

に
そ
の
前
身
と
な
る
写
経
施
設
が
所
在
し
た
有
力
な
証
拠
と

な
る
。

こ
の
点

に
関
連
し
て
今
回
の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ

た
重
要
な
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
浄
土
院
の
池
に
下
層
の

池
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
阿
弥
陀
浄
土
院
の
池
中
の

建
物
は
前
身
の
掘
立
柱
建
物
を
同
位
置

で
礎
石
建
物
に
建
て
替
え
る

形
で
建

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
点

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
阿
弥
陀

浄
土
院
は
そ
の
前
身
遺
構
を
踏
襲
し
整
備
す
る
形
で
造
営
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
浄
土
院
で
具
現
し
た
浄
土
世
界
が
、
そ
の
下

層
遺
構
に
遡
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点

を
考
え
る
て
が
か
り
は
、
阿
弥
陀
浄
土
院
下
層
遺
構

の
状

況
、
こ
と
に
阿
弥
陀
浄
土
院
と
の
連
続
性
の
解
明
に
あ
る
。
そ
し
て
、

下
層
遺
構

が
具
体
的
に
何
に
あ
た
る
の
か
。
史
料
的
に
確
認
さ
れ
て

い
る
も
の
、
例
え
ば
中
嶋
院
や
外
嶋
院
な
の
か
、
あ
る
い
は
未
知

の

も
の
な
の
か
。
そ
し
て
遺
構

の
造
営
主
体
は
誰
か
。
大
き
く
こ
の
三

点
が
今
後
の
阿
弥
陀
浄
土
院
を
あ
ぐ
る
課
題

と
な
ろ
う
。

そ
の
際
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な

か

っ
た
も
の
だ
が
、
加

　ロ
　

藤
優
氏
が
紹
介
し
た
県
犬
養
橘
三
千
代
の
観
無
量
寿
堂
の
存
在
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
西
宅
大
刀
自
"
県
犬
養
橘
三
千
代
の
観

無
量
寿
堂
↓
中
嶋
院
ま
た
は
外
嶋
院
↓
阿
弥
陀
浄
土
院
と
い
う
系
譜

が
私
の
臆
測
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
当
否

は
遺
跡
の
解
明
が
握

っ

て
い
る
。
三
千
代
-
光
明
-
孝
謙

(称
徳
)

の
三
代
の
女
性
の
信
仰

が
奈
良
時
代
の
歴
史
を
形
作

っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
阿

弥
陀
浄
土
院
は
、
奈
良
時
代
の
仏
教
信
仰
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
問

い
か
け
る
日
本
史
上
真
に
貴
重
な
遺
跡
な
の
で
あ
る
。

現
在
阿
弥
陀
浄
土
院
跡
の
周
囲
に
は
宅
地
開
発
が
迫

っ
て
い
る
。

平
城
京
時
代
屈
指

の
、

こ
の
日
本
史
上
の
重
要
遺
跡
、
阿
弥
陀
浄
土

院
の
保
存
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
緊
急

の
課
題
と
い
っ
て
よ
い
。

藤
原
恵
美
押
勝
邸

の
田
村
第
は
、
住
宅
地
と
し
て
化
し
て
も
は
や
大

規
模
な
発
掘
調
査
は
不
可
能

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
轍
を
踏
ん

で
は
な
る
ま
い
。

註
(
1
)
註

(3
)
後
掲
、
第
八
〇
次
調
査

の
概
報
参
照
。
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(
2
)
林
宗
甫

『
和
州

旧
跡
幽
考
』

(
一
六
八

一
年
)
巻
四

添
上
郡

(『
続
々

群
書
類
従
』
八
所
収
)

に
、
「
浄
土
院
/

或
人

の
申

、

法
華

寺

よ

り

坤

一
町
ば
か

り
田
中

に
石

あ
り
、
か

の
寺

の
跡
な
り
」
と

み
え
る
。

(
3
)
左
京

二
条

二
坊
十
坪
内

の
従
来

の
発
掘
調
査

の
成
果

は
次

の
通

り

で

あ

る
。
第
八
〇
次
調
査

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

「
昭
和

四
七
年

度

平

城
宮
跡
発
掘

調
査
部
発
掘
調
査
概
報

(
2
)
1
法
華
寺

境
内

・
阿

弥
陀

浄
土
院

・
中
山
瓦
窯
」

(
一
九
七

三
年

五
月
)

第

一
八
三

ー
二

一
次
調
査

「
阿
弥
陀
浄
土
院
跡

の
調
査

」

奈

良

国
立
文
化
財
研
究
所

『
昭
和
六
十

二
年
度
平
城
宮
跡

発

掘
調

査

部
発
掘
調
査
概
報
』

(
一
九
八

八
年
六
月
)

第
二
八
ニ

ー
六
次
調
査

[阿
弥
陀
浄
土
院
推
定

地

の
調
査

」

奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良

国
立
文

化
財

研
究
所
年

報

一

九
九
八

i
皿
』

(
一
九
九

八
年

九
月

)

(
4
)

「
阿
弥
陀
浄
土
院
推
定
地

の
調
査

ー
第
三

一
二
次
」
奈
良
国

立
文

化

財
研
究
所

『
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
年

報

二
〇
〇

〇

1

皿
」

(
二

〇
〇
〇
年
九
月
)

(
5
)
福
山
敏
男

「奈
良
時
代

に
於
け
る
法
華
寺

の
造
営
」

(『
日
本
建

築
史

の
研
究
」
所
収
、
桑

名
文
星
堂
刊
、

一
九

四
三
年

一
〇
月
。

後
、

綜

芸
社

よ
り
復

刊
、

一
九
八
〇
年

一
二
月
)
。

(
6
)
黒

田
洋

子

「
正
倉
院
文
書

の

一
研
究

-
天
平
宝
字
年
間

の
表
裏

関

係

か
ら
見
た
伝
来

の
契
機
」

(『
お
茶

の
水
史
学
』

三
六
、

一
九

九

二
年

一
一
月
)
。
黒
田
説
を
支
持
す

る
論
考

と
し

て
は
、

栄

原
永

遠

男
、

註

(
9
)
後
掲
論
文
、
杉
本

一
樹

『正

倉
院

文

書

と
経

巻
』

(
週

刊
朝
日
百
科

『
皇
室

の
名
宝
」
〇
五
、
朝
日
新
聞
社

刊
、

一
九
九

九

年
五
月
)
が
あ
る
。

一
方
、
黒
田
説

に
対
す
る
反
論
と
し

て
は
、

鷺

森
浩
幸

「
八
世
紀

の
法
華
寺
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
々
」
(
『
正

倉
院

文

書
研
究
』

四
、

一
九
九
六
年

一
一
月
)
と
、
岩
佐
光
晴

「
伝

橘
夫

人

念
持
仏

の
造
像
背
景
」

(『
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
』
五
六
五
、
二
〇

〇
〇

年

四
月
)
が
あ

る
が
、

い
ず
れ
も
論
証
過
程

の

一
部
を
捉
え

た
議
論

で

あ

っ
て
論
拠

は
薄
弱

で
あ

る
。
も

っ
と
も
阿
弥
陀
浄
土
院

が
追
善

で

造
営

さ
れ

た
と
し

て
も
、
自
己

の
極
楽
往
生
を
願
う
信
仰
が
既

に
あ

っ

た
可
能
性

が
全
く
否
定

さ
れ

る
わ
け

で
は
な

い
。

(
7
)
山
本
幸
男

「天
平
宝
字

四
～
五
年

に
お

け
る

一
切
経

の
書
写
」

上

.

下

(『
南
都
仏
教
」
五
九
、
六
〇
、

一
九
八
八
年
三
月

・
一
二
月

)
。

山
本
幸
男

「光
明
皇
太
后
崩
後

の
藤
原
仲
麻
呂
政
権

i

一
周
忌
斎

一

切
経
書

写
事
業

の
検
討

を
通

し
て
」

(
直

木
孝

次
郎

先
生

古
稀

記
念

会
編

『古

代
史
論
集
』
中
、
塙
圭
旦
房
刊
、

一
九
八
八
年
八
月
)

(
8
)
井
上
薫

『
奈
良

朝
仏
教
史

の
研
究
』

(
吉
川

弘
文

館
刊

、

一
九

七
八

年

一
〇
月
)
。

(
9
)
栄
原
永
遠
男

「
光
明
皇
太
后
と
法
華
寺

」
(
『奈
良
時
代

の
写
経

と
内

裏
」
塙
書
房
刊
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
)。

(
10
)
栄
原
永
遠
男
、
註

(
9
)
前
掲
論
文
。

(
11
)
黒
田
洋
子
、
註

(
6
)
前
掲
論
文
。

(
12
)
山
本
幸
男
、
註

(
7
)
前
掲
論
文
。

(
13
)
称
讃
浄
土
経

一
八

〇
〇
巻

の
書

写

に

つ
い

て
は
、

井
上

薫
氏

(
註

(
8
)
前
掲
書
)
、
山
本
幸
男
氏

の
論
考

(
註

(
7
)
前
掲
論
文

)

が

あ

る
。
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(
14
)
山
本
幸
男
、
註

(
7
)
前
掲

論
文
。

(
15
)
山
本
幸
男
氏

の
推
定

(
註

(
7
)
前
掲
論
文
)
。

(
16
)
井
上
光
貞

『
日
本
浄
土
教
成
立

史

の
研
究
」

(
『
井
上
光
貞
著
作

集

』

第
七
巻
、
岩
波
書
店

刊
、

一
九
八
五
年

一
二
月
)
。

(
17
)
中

嶋
院
説
を
と

る
も

の
と
し

て
は
、

福

山

敏
男

「
大
和

法
華

寺

」

(
註

(
5
)
前
掲
書
所
収
)
、
岸
俊
男

「
『嶋

』

雑

考
」

(
『
日
本
古

代

文

物

の
研
究
』
塙
書
房
刊
、

一
九

八
八
年

一
月

)
な
ど
が
あ
る
。

(
18
)
外

嶋
院
説
を
と

る
も

の
と
し

て
は
、
大
平
聡

「
五
月

一
日
経

の
勘

経

と
内
裏

・
法
華
寺
」

(『
宮
城
学
院
女
子
大
学

キ
リ

ス
ト
教

文

化
研

究

所

研
究
年

報
」
二
六
、

一
九
九

三
年

三
月

)
、

宮

崎
健

司

「
法
華

寺

の
三

『嶋
」

院

に

つ
い
て
」

(『
大
谷
学
報
」
七

一
ー
四
、

一
九
九

二

年
八
月
)

な
ど
が
あ
る
。

(
19
)
加
藤
優

「
『如
意

輪
陀
羅
尼
経
』

の
践
語

に

つ
い
て
」

(石

山
寺

文

化

財
綜
合
調
査
団

『
石
山
寺

の
研
究
」
深
密

蔵

聖
教

篇

下
、

法

蔵
館

刊
、

一
九
九

二
年

二
月
)

こ
の
史
料

で
最
も
注
目

さ
れ

る
の
は
、

三

千
代

の
護
持
経

の
印

影

「
西
家
経
」

に
重
ね

て
光
明
子
が

自
身

の
印

「
内
家
私
印
」
を
捺

し

て
、
三
千
代
を

偲

ぶ
よ
す

が

と
し

た
点

で
あ

る
。

こ
の
史
料

に

つ
い
て
は
、
最
近
、
東
野
治
之

「
橘
婦
人

厨

子
と

橘
三
千
代

の
浄
土
信
仰
」

(
『
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
」
五
六
五
、

二
〇

〇
〇

年
四
月
)

に
言
及
が
あ

る
。
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12月12日

12月30日

761年(天 平宝字5)

2月

5月10日 頃

6月6日 頃

6月7日

6月8日

6月26日

6月28日

10月8日

1304年(嘉 元2)

この 頃

陀仏像 と脇侍の菩薩像(観 音 ・勢至か)を 造らせる。

〈続 日本紀〉

・太皇太后(宮 子)と 光明皇太后の墓を山陵と称 し、忌 日を国忌

として扱 うこととする。〈続 日本紀〉

・この頃までに法華寺金堂が完成 し、最終決算報告書が作成され

る。〈造金堂所解〉

・藤原恵美押勝(藤 原仲麻呂)、孝謙の勅により興福寺東院を建立

し、東堂に観世音菩薩立像を安置。〈興福寺流記所引延暦記〉

・忌 日御斎会一切経の書写事業が終了。〈正倉院文書〉

・忌日御斎会一切経五三三〇巻を、二十四の漆塗 りの韓櫃 に収あ

て、荘重な行列を組んで法華寺阿弥陀浄土院に搬入。

〈正倉院文書〉

・法華寺西南隅の阿弥陀浄土院に於いて光明皇太后の一周忌の斎

会を挙行。諸国では国分尼寺に於いて阿弥陀三尊像の礼拝 ・供

養を実施か。〈続日本紀〉

・今後光明皇太后の毎年の忌 日には、山階寺(興 福寺)に おいて

梵網経講読を行い、法華寺(阿 弥陀)浄 土院に於 いて忌 日から

七日間、僧十人を呼んで阿弥陀仏を礼拝させることとする。 こ

れ らの費用に充てるために、平城京の南の田茄町を山階寺に、

また同 じく十町を法華寺に施入。〈続 日本紀〉

・光明皇太后の周忌斎会に供奉 した人々に叙位。〈続 日本紀〉

・周忌斎会に奉仕 した工人たちに褒賞。〈続 日本紀〉

・恵美押勝(藤 原仲麻呂)、聖武太上天皇のたあの補陀落山浄土図、

光明皇太后のための阿弥陀浄土図の刺繍図像を造 り、興福寺東

院東堂に安置。〈興福寺流記所引延暦記〉

・法華寺阿弥陀浄土院は見る影もなく、本尊の阿弥陀三尊像 と二

十五体の脇侍菩薩像は全て法華寺講堂に安置されている。

〈法華滅罪寺縁起所引東大寺日記〉

〈 〉 は出典を示す。なお、本年表は奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部平城宮第

312次 調査現地説明会(2000.4.15実 施)の 資料用に作成 した年表をもとに増補改訂を加

えたものである。
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阿弥陀浄土院関連年表

736年(天 平8)

740年(天 平12)

755年(天 平勝宝7)

759年(天 平宝字3)

夏 頃

12月23日

760年(天 平宝字4)

2月10日

2月16日

3月13日

閏4月13日

閏4月28日

5月18日

6月7日

7月16日

7月26日

・光明皇后が一切経(五 月一日経)の 書写を開始。〈正倉院文書〉

・五月一日経の願文を付す作業を開始。〈五月一日経願文〉

・(法 華寺)外 嶋院において、光明皇后願経五月一 日経 の勘経

(校訂作業)を 実施。〈五月一日経重践〉

・法華寺金堂の造営を開始。〈造金堂所解〉

・光明皇太后、法華寺金堂造営の由来を記 した金版を埋納。

〈法隆寺旧記類聚〉

・光明皇太后が一切経(坤 宮官一切経)の 書写を開始(光 明皇太

后の死去で書写は打ち切 り)〈 正倉院文書〉

・造東大寺司主典で当時法華寺の造営を担当していた安都雄足が、

明日(17日)卯 の時に一切経目録を法華寺西南隅に持参す るよ

う、造東大寺司写経所案主の上馬養に牒を送る。〈正倉院文書〉

坤宮官一切経に関わるか。

・光明皇太后の病気平癒を祈って、諸神の祭祀を指令。

〈続 日本紀〉

・平城宮で大般若経を転読。〈続日本紀〉

・光明皇太后の病気により、五大寺(大 安 ・薬師 ・元興 ・興福 ・

東大の諸寺か)に 雑薬二櫃 ・蜜一缶を施入。〈続日本紀〉

・平城京内の六大寺(上 記に法華寺を加えるか)で 講経
。

〈続日本紀〉

・光明皇太后死去。〈続日本紀〉

・直ちに七七日の斎会のために、称讃浄土経1800巻 の書写を開始。

これに伴い坤宮官一切経の書写は中断 し、事実上打ち切 り。

〈正倉院文書〉

・また、諸国には、同 じく七七忌日の斎会用に阿弥陀浄土画像を

描かせ、僧尼全てに称讃浄土経を書写させる。〈続日本紀〉

・光明皇太后を佐保山に埋葬。〈続日本紀〉

・光明皇太后の七七忌日の斎会を東大寺と京内の全ての寺で実施。

諸国では、国分寺において阿弥陀浄土画像と称讃浄土経の礼拝 ・

供養。〈続 日本紀〉

・七七忌 日斎会終了後、一周忌斎会に向けて一切経(忌 日御斎会

一切経)の 書写を造東大寺司写経所で開始(目 標巻数は五二七

一巻)
。 〈正倉院文書〉

・また、一周忌の斎会のために、法華寺西南隅の左京二条二坊十

坪に、阿弥陀浄土院の造営を開始 し、安置すべ き阿弥陀三尊像

と二十五体の脇侍菩薩像を造 らせる。〈続 日本紀、法華滅罪寺縁

起所引東大寺日記〉 諸国にも国分尼寺に安置すべ き丈六阿弥
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